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論文内容の要旨及び審査結果の要旨	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 スクリーニングの結果，148,350 名の参加者を含む 31 の文献が抽出された．各アウトカムにおける
アルブミン尿の影響を検討した結果，心血管死亡に関して，正常アルブミン尿と比較して微量アルブ






腎機能単独では 2.27 倍のリスク，アルブミン尿単独では 10.00 倍のリスク，両者を合併した場合には
それらの積に近似した 24.69 倍のリスクとなった．  
	 以上より，アルブミン尿と低腎機能は，いずれも糖尿病患者の臓器合併症の発症と予後に関連し，
さらにアルブミンと低腎機能が独立したリスク因子となることが示唆された． 
	 本論文は，アルブミン尿および低腎機能が糖尿病臓器合併症および予後に影響を持つことを示した
重要な報告であり，内科学の進歩に寄与し，学位に値する研究と評価された． 
